
 

「令和元年度 第 13 回東松島市生涯学習推進大会」の開催について 

 

このことについて、以下のとおり行いますので、報道機関の皆様の御取材方よろしくお願い申し

上げます。 
 

１ 趣  旨 社会の動きや地域の変化に対応し豊かで潤いのあるまちづくり、人づくり、仲間づ

くりに情熱を注ぐ市民や団体が一堂に会し、各分野での活動や実践事例の発表と心

に響く講演を通して生涯学習の一層の充実と振興に資する。 

２ 大会テーマ 『みんなが主役、学びが拓
ひら

く 世代間交流』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 日  時 令和 ２年 ３月 ６日（金）午後６時３０分開会 

４ 会  場 東松島市コミュニティセンター（ホール） 

５ 主  催 東松島市生涯学習推進本部（本部長 渥美 巖）・東松島市教育委員会 

６ 参加対象 地区自治会（自治会長、生涯学習推進担当他）、各地域自治組織役員、各地区市民セ

ンター（所長、生涯学習指導員他）、東松島市立小中学校職員、社会教育団体・社会

体育団体及び関係団体・関係者、地域及びグループサークル活動関係者、公益活動

（NPO）団体、まちづくり活動団体等、その他生涯学習に興味・関心のある市民 

７ 内  容 

オープニングアトラクション『おどっちゃ矢→もっと』 

① 生涯学習奨励団体表彰 

② 東松島市「心あったかイートころ運動」実践個人・団体感謝状贈呈 

③ 開会行事 

④ 活動奨励団体等の事例発表 

１．地域活動・組織活動（社会教育関係団体）『のびる塾』 

２．レクリエーション・スポーツ活動（社会体育団体）『おどっちゃ矢→もっと』 

⑤ 基調講演 

演題 『～公民館活動を通じて～ 

生涯学習活動により生まれる世代間交流・地域間交流促進』 

講師 登米市米山公民館 館長 大瀧 敬 様 

⑥ 閉会行事 

 

 

 

 

 

テーマ設定理由 
 東松島市では、地域の拠点である市民センターやコミュニティセンターを拠点に様々な学習やサー
クル活動が活発に行われており、こうした活動が地域づくりやまちづくりに繋がっています。 

一方、社会情勢は、出生率低下に伴う人口減少や生活形態の核家族化など、生活環境や家庭環境は
刻々と変化しています。 

このような生活環境や家庭環境の変化に柔軟に対応するには、参加する市民自身が意識しながら、
若い世代の参画や世代間の交流に加わる必要があり、世代間の交流が行われることで地域人材の育成
と確保が得られる効果が期待されます。 

参加者自身が様々な活動を通し、若い世代を取り込みながら、地域づくりの一端に加わる意識を持
った活動へ繋げられるよう先進事例を学ぶことで、持続的に人材の育成と確保と地域活動を促進する
機会とするものです。 

記念講演 講師紹介 
登米市米山公民館では登米市総合計画の「地域の自立」、「住民参加型の公民館」のもと、地域コミュニ

ティ参画型の公民館運営をされています。特色ある事業は、他の公民館と合同で計画・運営する「豊里・
米山交流事業『T・Y・C』」や「かかしっこクラブ」など、地域住民のニーズにより他の公民館や様々な団
体と協働して開催し、内容、人材、費用等の充実を図り、世代間交流、地域間交流を促進させています。
住民の参加率や満足度が高く各種事業を通じ地域コミュニティの活性化や人材の育成地域の教育力の向
上に寄与されており「第３次教育振興基本計画」を踏まえた地域的課題の解決に取組まれ、公民館を核と
した協働実践の模範的な取組が認められ令和 2 年 2 月 14 日に文部科学省から『優秀公民館』を受賞され
ました。 
 

令 和 ２ 年 ２ 月 ７ 日 
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